大空の 日の 光 さへ つくる 世の やう やく 

近き ここち こそ すれ (晶子) 

春の 光 を 御覧に なっても、 六 条院の 暗い お 気持ちが 

改まる もので もない のに、 表へ は 新年の 賀を 申し入れ 

る 人た ちが 続いて 参入す るの を院 はお 加減が 悪い よう 

にお 見せに なって、 御簾の 中にば かリ おいでになった。 

ひょうぶ きょう 

兵 部 卿 の宫 のおいで にな つ た 時に だけ はお 居間の ほ 

うでお 会いに なろうと いう 気持ちに おなりに なつ て、 

まず 歌 をお 取り次がせ になった。 



くな つていた。 中宮 は 御所へ お入れに なった ので あ 

るが、 三の 宮 だけ は 寂し さのお 慰めに ここへ とどめて 

お置きに なった。 

「お 祖母 様が お つし や つたから」 

とお 言いに なって、 宮は 対の 前の 紅梅と 桜 を 責任が 

あるよう に 見 まわって おいでにな るの を、 院は 哀れに 

おぼしめ 

思 召した。 

二月に なると、 花の木が 盛りな の も、 まだ 早 いのも、 

こすえ かす うぐ：.；" す 

梢が 皆 霞んで 見える 中に、 女王の 形見の 紅梅に 鶯 

が 来て はなやかに 啼 くの を、 院は 縁へ 出て ながめて お 

いでに なった。 



どと は 思つ て いない 花と 見えます が、 にぎやかな 派手 

なほう ではす ぐれた ものです ね。 植えた 人が いない 春 

だと も 知らずに 例年よりも またき れいに 咲いて いるの 

が 哀れに 思われます」 

と 仰せられた。 宫 はお 返辞に、 

「谷に は 春 も」 (光な き 谷に は 春 もよ そ なれば 咲きて 

とく 散る もの 思 ひもな し) 

とお 言いになる ので あつ た。 言う こと も ほかに あり 

ちょうしょう 

そうな もの を 自分の 悲しみ を 嘲 笑す るに あたる よう 

おぼしめ 

な こと をお 言いに なると はと 院は 心に 思 召しながら も 

紫の 女王 はこうした 思いやり のない こと を 言い出す こ 



ともす る こと も 最後まで 絶対にない 女性で あ つたと、 

少女 時代から の 故 夫人 の ， J と を 追想し て ごらんになる 

と、 その 時 はこう、 あの 時 はこうと、 才気と 貴女ら し 

い 匂いの 多かった 性格、 容姿、 言った 言葉な どば かり 

がお 思われに なって、 涙の こぼれて きたの を院 はお 恥 

じに なった。 

かすみ 

夕方の 霞が 物 をお ぼろに 見せる 美しい 時間で あつ 

あかし すまい たず 

たから、 院は そこから すぐ 明 石 夫人の 住居 をお 訪ねに 

なった。 久しくお いでがなかった ので あるから 突然な 

ことに 夫人 は 驚いた ので あつたが、 すぐに 感じよ く 席 

を 設けて お迎えす るよう なと ころに、 この 人の だれよ 



などと お言いに なつ て、 昔から 悲しい ことに 多く 

あってお いでに なった 話 も あそばされた。 

「昔、 中宮が お崩れに なった 春に は、 桜が 咲いた の を 

見ても、 『野べ の 桜し 心 あらば』 (深 草の 野べ の 桜し 心 

あらば 今年ば かり は 墨染めに 咲け) と 思われた もので 

すよ。 それ は ご りっぱな 方で ある ことが 小さい ころ か 

ら心 にしみ 込んで いたた めに、 お崩れに なった 時に も 

私が だれよりも すぐれて 悲しかった のです。 恋愛の 深 

さ 浅 さと 故人 を 惜しむ 情と は 別な もの だと 思う。 長く 

同棲した 妻に 別れて、 病的にまで 悲しんで、 その 人が 

忘れられな いのも 恋愛の 点ば かりで そうな ので はあり 



聖の 心持ちに も なれず、 行為 もお 見せに なること は 

おできに ならない のであった。 

五月雨の 薄暗い 世界の 中で は 物思い を 続けて おいで 

になる ばかりの 院は、 寂しかった が 十 幾日 かの 月が ふ 

と 雲間から 現われた 珍しい 夜に 大将が 御前に 来て いた。 

花 橘 の 木が 月の 光の もとに あざやかに 立って 薫り も 

風に 付いて おりおり はいって きた。 「千世 をなら せる」 

ほと と * きす な 

という これと 深い関係の 杜鵑 が啼 けばよ いと 待って 

いるう ちに、 にわかに 雲が 湧き出し てきて、 はげしく 

雨の 降る のに 添って 吹き出した 風の ために、 燈 籠の 灯 

も 消えそう にな つ て、 空の 暗 さが 深く 思われる 時に 



もろとも にお きゐし 菊の 朝露 も ひと リ 袂 にか か 

る 和 力な 

と院 はお 歌いに なった。 

しぐれ 

十月 は 時雨が ちな 季節であった からい つそう 院 のお 

心 はお 寂しそう で、 夕方の 空の 色な ども 言いよう もな 

く 心細く 御覧になる のであって、 「いつも 時雨 は降リ 

しか ど」 (かく 袖 ひづる をり はな かりき) などと 口ずさ 

んで おいでになった。 空 を 渡る 雁が 翼 を 並べて 行く の 

もうら やましく お見守られになる ので ある。 



て、 杯 を 賜わった りする ことな ども 普通の 仏名 式の 日 

てんとう 

以上の 手厚い おねぎらいであった。 纏頭な ども 賜わつ 

た。 長く この 院 へお 出入りし、 御所の 御用 も 勤めて い 

るお 馴染み 深い 僧が、 頭の 色 もよう やく 変わって 老法 

師 になった 姿 も 院には 哀れに お思われになる ので あつ 

た。 この 日 も 例の 宫 がた、 高官た ちが 多数に 参入した _ 

梅の 花の 少し 花ら しく 顔 を 上げ 出した のが、 雪の 中に 

きわだ つ て 美しく 見える 日で あ つたから、 音楽の 遊び 

もあって しかるべき なので あるが、 本年 中 はなお 管絃 

もむ せび 泣きの 声 をた てる ものの ように 思 召される お 

心から、 そのこと はなくて、 詩歌 を 歌わせて お聞きに 
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